
く問題IV-（呈） ：農業土木〉

1. 土地改良事業の排水計闘における排水方式の選定に関する記述として、誤っているもの

を畠～4のなかから選ぴなさい。

a. 自然排水方式は機械排水方式に比べて施設の設置費及び維持管理費が少なくてすむ

ので、自然排水方式を優先するc

b.排水事業計画i土、受益区域内外の諸条件を勘案して、地域的、時間的に最大限自然排

水に依存できるような内容にする＠

c. 自然排水方式が不可能か又は著しく不利な部分がある場合は、受益区域全体に機械排

水を実施する。

d. ある期間自然排水が不可能な場合には、自然排水方式と機械排水方式を併用するよう

計画する。

2閉 土地改良事業の排水計函における計画基準肉水位に関する記述として、誤っているもの

を畠～4のなかから選ぴなさい。

a.計画洪水時排水の計画基準内水位は、受益区域内に湛水を許容する場合には、区域内

の最低ほ場面様高に許容溢水深を加えた高さとする。

b.水田の排水計画における計画基準内水枕の許容溢水深は30cmを標準とする。許容湛水

事障を越える計画とするととも許されるが、許容湛水深以上の継続時間は4時間を限度

とする。

c.畑又は汎用岡の排水計画における計画基準内水位は、排水解析上5cm未満の溢水も含

めて無溢水とナる。

d.計画常時排水の計画基準内水伎は、受益区域の地下水位を所要の深さまで下げるため

に必要な高さに設定する。

3. 土地改良事業の排水計函における計画排水量の計算手法 E 流出モデルに関する記述とし

て、誤っているものを昌～dのなかから選ぴなさい。

a.傾斜地における排水線設の容量決定等、洪水ピーク流出量のみを必婆とする場合に

は、合理式を使用しでもよい。

b.洪水時の排水を一時貯街させて自然排水や機械排水を計画する場合にi士、洪水流出解

析法によって計画洪水時排水量をハイドログラブの形で推定する。

c.傾斜地域の洪水ハイドログラフの推定には、単位図法、貯留関数モデル、タンクモデ

ル、不等流モデルが用いられる。

d.犯濫域の湛水状況の推定には、遊水池モデル、低平地タンクモデル、不定流モデルが

用いられる。



4. 土地改良事業の用水計商（水田｝に関する記述として、誤っているものを串～dのなかか

ら選びなさい。

a.ほ場単位用水量は、蒸発散浸透量（減水深）に送水損失水量を加えたものである。

b.純用水量l土、ほ場単イな用水量から有効雨量を差し引いたものである。

c.粗用水量l士、純用水量に施設管理用水量を加えたものである。

d.水上時かんがい用水量は、粗用水量から地区内利用可能量を差し引いたものである。

5. 畑地のかんがい方式に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.畑地かんがいの方式は、大別すると「スプリンクラーかんがいJ、「マイクロかんがしリ、

「地表かんがいJ、「地下かんがいJに分類される。

b. fγイタロかんがいJは、小区画ほ場や集約的管理を要する作物に適してお号、用水

量や動力費等が一般に少なくて済む利点があるc

c.うね間かんがい、ボーダーかんがい等の「地表かんがいJI土、圧力水を必要としない

が、水位等の管理に労カを楽するものであり、比較的平坦で粘質土壌のような地域で、

適用されている。

d. 「地下かんがい」は、地表面下に給水して、毛管作用等によって根群域を滋演にし、

かん水効果を上げようとするものであり、最近では点滴法の水越特性が著しく改良さ

れてお君、適用への関心が高まっている。

政 土地改良事業の用水計函〔畑地）に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかか

ら濃ぴなさい。

a.畑地かんがいに係る計画用水量の算定i土、計画日消費水量→ほ場単佼用水量→純用水

量→粗用水量→畑地かんがい用水量、の手順で行う。

b.代表的な計画日消費水量の決定手法には、土壌水分減少法による実君主j法やベンマン式

を用いた推定法がある。

c.純用水量に加えて粗用水量を求める損失水量i土、ほ場における適用効率と搬送中の損

失率を見込んだかんがい効率によって求められ、一般にスプジンタラーかんがいでは

8邑～釘%である。

d.有効雨量l土、5mm未満の降雨は有効雨量として算入せず降雨量5mm以上の場合に降雨量

の8怖とし、その上限は総森易有効水分量（TRA班）から降雨声：前における土壌の残存

有効水分量を差し引いた値である。



7. 土地改良長期計商（平成例年3月）の基本方針として、誤っているものを畠～dのなかか

ら選びなさい。

a.基本理念：「食を支える水と土の再生・創造j

b.政策課題 1：農を「強くするJ

c.政策課題2：国土を「再生するj

d.政策課題3：地域を「育むJ

8. 土地改良事業の効果体系に欝する事項として、誤っているものを誼～dのなかから選ぴな

さい。

a.食料の安定供給の確保に関する効果ー災害紡止効果

b.農業の持続的発展に関する効果一耕作放棄紡止効果

c.農村の振興に関する効果一地域用水効果

d.多面的機能の発揮に関する効果一水源かん養効果

立 農業集落排水事業計画に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさ

し、。

a.農業集落排水事業計画は、地域の資源循環システムを構築する観点から、小規模分散

処理方式を基本として適切に作成しなければならない。

b.汚水処理路設の計画に当たっては、総設の社会的・公共的意義に則り、浄化構法、水

質汚濁防止法等の諸法令等を遵守しなければならない。

c.農業集落排水施設の対象とする汚水は、原則として農業集落で発生するし尿及び生活

雑排水等とし、有害物質は含めないものとする。

d.放流日榛水質i士、関係法令及び条例、放流先水域の水質と水利用の円的等について決

定するものとするが、原則としてBOD30mg／品以下、 SS50mg/ll以下とする。

10.土地改良事業のほ場整備｛水田｝における区画に隠する記述として、誤っているものを畠

～dのなかから選ぴなさい。

a.農区は、その周辺を農道によって凶まれた区画で、土地利用計画上の単位となるもの

であるo

b.ほ区l土、その周囲を農道及び水路によって固まれた区画で、稲作における水管理を適

切に行い得る最大の区画である。

c.耕区は、ほ区を陸自半によって締分化した区画で、耕作上の最小単位である。

d.均平区は傾斜の程度に影響され、傾斜が急な地域ほど均平区はほ区に近づくことにな

号、傾斜が緩やかであれば耕区に近づいてくる。



11.土地改良事業のほ場整備｛水回）における大区画整備に鶴する記述として、誤っている

ものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.耕区の大区画化については、おおむね50a又はそれ以上の規模を目安とするが、近年

は4ha穂度の区画の整備実績もある。

b.区画が大きくなるほど風の影響により風上と風下の問面水位差が生じ、作業に支障を

来したり、浮き簡の発生等生育への影響が懸念される。

c.区画が拡大すると落水口から離れた場所では排水不良が危t具されることから、出面排

水に関寸る排水対策を検討することが望ましい。

d.生育むら・農薬等の効果のむらを少なくして栽培管理を容易にし、用排水管理を効果

的に行うためには、出面をできるかぎ、り均平にする必要がある。

12.土地改良事業のほ場整備｛畑｝における農道配置に関する記述として、誤っているもの

を昌～dのなかから選びなさい。

a. ほ場の区画形状は機械作業の効率、耕区界の明確さ等から長方形が望まれるので、地

形、傾斜等の制約のない平坂地の農道は夜交格子とナる。

b.地形勾配が5覧以下の普通畑地域（野菜畑は除く）では、耕区の辺長はおおむねlOOmと

され、この長さが道路間隔の一つの条件となる。

c.野菜作では、種苗及び収穫物の運搬はほとんど人カによるので、運搬距離の限界は50阻

といわれ、この点からみた場介の道路間隔は10伽となる。

d.幹線農道の計画路線は、集落部分で内部に入る既存道路と直接結ぶよりも、集落の外

辺に接するように配置し、集落内の既存道路をこれに取り付けることがよい。

13.土地改良事業の計画靖きょ排水量に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかか

ら選ぴなさい。

a.水田においては、地表排水の後の「地表残留水」と過剰の「土壌中の議力水」を暗き

ょで排水寸る考え方で計画陪きょ排水量を決定する。

b.畑においては、地表排水量以外のほぼ全量の排水量を暗きょで排除する考え方で計画

日昔きょ排水量を決定する。

c.水田の計画陪きょ排水量は1召～50阻／dの範凶とするが、 20～30mm/dが様準的な値であ

る。

d.畑の計画暗きょ排水量を算出する場合の計画基準雨量は1/1む年確率の日雨量とし、こ

れを概ね24時間で地表排水及び地下排水により排除することを排水目標とする。



14.土地改良事業における基幹的農道及びほ場肉農道！こ関する記述として、誤っているもの

を畠～dのなかから選びなさい。

a.基幹的農道は、農村地域の社会生活活動の利用を主体とし、併せて農業生産活動、農

湾物流通等の農業用にも利用される農道であ号、農村地域の基幹的な農道をいう。

b.幹線農道i土、集落とほ場区域、ほ場区域格玄関、一般道路や基幹的農道とほ場区域、

ほ場区域と生産・加i a流通施設等をそれぞれ結ぶ主要な農道をいう。

c.支線農道l土、幹線農道から分岐し、ほ区又は耕区に連絡する農道をいうo

d.耕作道は、耕区の境界都又は耕区内に設けられる農道をいう。

15.土地改良事業における地すベり紡止対策の工法選定に関する記述として、誤っているも

のを誼～dのなかから選びなさい。

a.対策工法には、大別して地すべり活動を促す誘因を軽減若しくは除去することによ

号、間接的に地すべりを安定させる抑制Lと、地すべりに対する抵抗カを付加するこ

とで、その安定化を図る抑止工とがある。

b.基本的には、長期的な安定確保の観点から抑制工中心の工法選定が望ましい。

c.地すべりの状況や対策の緊急度、地形、土質条件等のいかんによっては、抑止工が主

体とならざるを得ない場合も生じており、その場合には抑止i；のみで長期的な安定を

図ることが望ましい。

d.地すベ呼が活発で容易に衰えない状況のもとでは、地すべりの活動を抑制工によ呼t.t
静化し、ついで抑止工によち確実に停止を図るととも必要になってくる。

16.ダムタイプの選定の検討項冒として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a. ダムサイトの地形、地質、気象、水象などの自然条件

b.築堤材料の賦存状況

c. ダムの使用目的

d.他事業との関連

17.関水路の流れについて、不等流（定常不等流）を表す記述として、 IEしいものを昌～4の

なかから濃ぴなさい。

a.水路の流れの状態が時間的、場所的に一定である。

b.水路の主主れの状態が時間的に変化しないが、場所的に変化する。

c.水路の流れの状態が時間的に変化するが、場所的に変化しない6

d.水路の流れの状態が時間的、場所的に変化する。



18.水路の形式による分類に鶴して、空欄に当てはまる語句の組み合わせとして、正しいも

のを畠～dのなかから選びなさい。

『（ア）形式は、自由水面を持つ水路を主体とする水路組織である。｛イ｝形式i立、自由

水面を持たない肉水圧を受ける｛イ〕を主体とする形式の水路組織で、機構約にはよ流

から来端まで閉塞管路で連続した｛ウ）と、（イ｝の途中又は主主嫌に自由水面を有するス

タンドを設置した｛ヱ｝等がある。』

a. （ア）関水路、｛イ）管水路、｛ウ）クローズドタイプ、｛エ）オーブンタイプ

b. （ア）管水路、｛イ）開水路、｛ウ）；オープンドタイプ、（エ）クローズドタイプ

c. （ア）開水路、｛イ）管水路、｛ウ）オープンドタイプ、｛エ）クローズドタイプ

＆ （ア〉管水路、｛イ）開水路、｛ウ）クローズドタイプ、｛エ）オープンタイプ

拘置関水路で使用するマニング公式として、正しいものを昌～dのなかから選ぴなさい。

ただし、 Y：平均流速｛冊／心、円粗皮係数、話：径深（m）、 I 水路底勾配
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20.水路構造物で鉄筋SD29駄を使用する場合、水に接する部材の常時の鉄筋の許容引張応力

度として、正しいものを畠～4のなかから選びなさい。

a. 157 J¥i／蹴2

b. 17品百／蹴2

c. 1告6 N/mm2 

d. 2昌4 N／混血2

21.頭醤ヱの洪水吐用ゲートに使用することが適当な形式として、正しいものを畠～4のなか

から選ぴなさい。

a. ジェットフローゲート

b. ラジアルゲート

c. ローラゲート

d. フローティングゲート



22.頭首エ基礎工の支持層の選定と根入れ深さに関する記述として、誤っているものを畠～d

のなかから選ぴなさい。

a.直接基礎の支持層として、粘性士層ではJI密のおそれのない良質な層が必要k~れ

る。

b.粘性土層はNfi直が20程度以上あれば良質な支持層と考えてよい。

c.砂層、砂磯層は珂値が20程度以上あれば良質な支持層とみなしてよい。

d. 3支持杭においては、杭先端の支持層への根入れ深谷は杭径程度以上確保するのがよ

し、。

23.頭首ヱの流量状況調査で求める流量として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさ

い。

a幅農水流量： 1年を通じて 50日はこれを下らない流量

b闇平水流量： 1年会i混じて185日はこれを下らない流最

C閉低水流量： 1年を通じて275日はこれを下らない流量

d.潟水流量： 1年金通じて355日はこれを下らない流量

24.次の説明に該当するパイプラインの送配水方式として、正しいものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

『送水あるいは配水のために必要な水譲が得られる場所に配水槽を設け、それに…皐ポ

ンプ等で楊水したのち、自然任式で送配水する方法j

a閉向然！モ式

b.ポンプj主送式（配水槽式）

C幅ポンプ圧送式（圧力水槽式）

d闇ポンプ圧送式（ポンプ直送式｝

25.動水勾配が大きく取れない場合の自然圧式管路｛パイプライン）の水理ユニット内の流

速の平均値の限界として、正しいものを畠～4のなかから選ぴなさい。

払 2.0m/s以内

b陪 2.5m/s以内

c. 3. Om/s以内

d. 3. 5m/s以内



26.ダクタイル鋳鉄管の継手の形式で、離脱防止機構をもっ樹叢継手として、 iEしいものを畠

～dのなかから選びなさい。

a. K形

b. T形

c. u形

ιN  S形

27圃ポンプ場の押込み方式 a 吸よIf方式の比較について、吸上If方式の特徴に閲する記述と

して、正しいものを畠～dのなかから選びなさい。

a.主ポンプの回転速度は一般に押込み方式より早いo

b.満水系統設備が必要であるロ

C暗主ポンプの始動性は早い。

d同補機が少なく、自動運転に対する信頼性が高い。

28.ストックマネジメントにおけるコンクリート構造物の補強工法として、誤っているもの

を昌～dのなかから選びなさい。

a. ::zンクリート増j早工法

b.断面修復工法

c.接着工法

d幅全面打換え工法

2事ストックマネジメントのサイクJしとして、正しいものを誼～4のなかから選びなさい。

a. 日常管理吋対策i；事吋機能診断吋機能保全計画の策定吋日常管理…

b. 日常管理→機能保全計l到の策定→機能診断→対策工事→日常管理…

C園日常管現→機能診断→機能保全計画lの策定→対策工事→日常管現…

d. 日常管理→機能診断→対策工事→機能保全計阿の策定→日常管理…

30圃次の説明に該当するポンプ設備の保全方式として、正しいものを誼～dのなかから濃びな

さい。

「運転中の設備の状態を計測装置などにより観潰I］し、その観測値に基づいて保全を実施

するもの』

a. 予防保全｛時間計i尚i保全）

b闇予防保全（状態敢視保全）

C閉事後保全（通常事後保全）

＆事後保全（緊急保全｝




